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ある。ケンプファーは 1690 年から 1692 年まで日本に滞在し、その著書『廻国奇観j] (1712) の一部






























科事典である『ツェードラー百科事典』の「日本」項目(1735) 、『経済百科事典』の「日本」項目( 1783) 、
『ドイツ百科事典』の日本関連項目 (1791) の三つを中心に取り上げ、その日本関連項目を考察した。

























一『ツェードラー百科事典Jl r 日本」項目 (1735) を中心にみる
新旧日本観の相克とその行方一
解体される理想郷第六章
一一ドーム版『日本誌Jl (1777・ 1779) の成立と Ch.W ・ドームによる
「鎖国論」批判一
第七章理想郷の復興





































































































『ツェードラー百科事典Jl I 日本」項目以降つまり 18 世紀中期以降、ケンプファーのドイツにおけ
る位置づけは次第に変化しはじめる。まず最初に教会史的視座の客観性に疑問が投げかけられる。次
に教会史に代わる情報源としてケンプファーが注目されるようになった。同じ時期、ロストク版(最








第六章「解体される理想郷一一ドーム版『日本誌j] (1777・ 1779) の成立と Ch. W. ドームによる
『鎖国論J 批判-J では、 ドーム版『日本誌』そしてとくにその編者ドームが同書に挿入したみずか
らの論文 I~鎖国論』へのあとがき」を取り上げる。ドームはモンテスキューやヴォルテールなどフラ
ンスの思想家たちの諸発言をつなぎあわせ、それを論旨の一貫した日本論へと書き改めた。その核と









一『経済百科事典j] ~日本』項目(1783) とそのケンプファーの正統な継承一一」は、 ドーム版『日
本誌』の 4 年後に出版された『経済百科事典』の「日本」項目におけるケンプファーとドームの日本









済百科事典j] I 日本1 項目は、ケンプファーの情報と日本観、すなわちあらゆる面を継承した、彼の受
容史におけるひとつの頂点であり、このなかで日本はふたたび、理想郷として描出されたのである。



































































本論文は、 1690 年から 1692 年まで日本に滞在し日本では「ケンペル」として知られるドイツ
人の医師・旅行家エンゲルベルト・ケンプファー(1651-1716)の日本論とその母国での受容を分析
し、 18 世紀ドイツにおける日本観を考察したものである。

































で、それ以外にファン・ゴッホの『今日の歴史Jl (1 733)を典拠とする部分が 8 箇所あることを突
き止めている。地味ではあるが、重要かっ学術上の基礎をなすテクスト研究の成果であるといえ
る。
審査においては、ケンプファーの日本論の特徴を構成している鍵概念である「現代性」と「時
代性」について、なお詳細な規定が望まれる等の指摘もあった。しかし全体として学術的に優れ
た論考であるとの見解で、審査員は一致した。
本論文は、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していること
を示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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